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令和元年度第 ３回 青梅市障害者 地域 自立支援協議 会会 議録  

 

開催日時  令和元年１２月６日（金）午後２時００分～午後４時００分 

場   所  青 梅市 役所２階２０ ５ ･２０６会議室  
出席委員  吉 川会 長、尾澤副会 長、 石井委員、葛 西委 員、朝長委員 、

古久保委員、 大沼 委員、渡邊委 員、 加藤委員、白井委員、 
永谷委員、泉 委員 、山﨑（克）委員、 

欠席委員  遠藤委員、山﨑（二 ）委 員 、恩田委 員、大栗 委員、及 川委員、

滝瀬委員  
傍 聴 者 ０名  
 
議  事  １  開会  

２  あいさつ  

３  協議事項  

(1) 第 ５ 期 障 害 者 計 画 素 案 の パ ブ リ ッ ク コ メ ン ト 結 果 に

ついて  

(2) 差別解消 条例 について  

 ア  アンケート 結果について  

 イ  部会の報告 を受けた協議 会で の見解  

(3) 自立支援 協議 会会議録につ いて  

(4) その他  

４  報告事項  

(1) 東京都障 害者 自立支援協議 会セ ミナーのお知 らせ  

(2) 市内にお ける 虐待通報等の 状況 および対応に つい て  

(3）専門部会 から の報告  

・日中活動・ 就労 支援部会  

・相談支援部 会  

・権利擁護・ 差別 解消部会  

資料一覧  第 ５期 青梅市障害者 計画 （素案）にか かる パブリックコ メ

ント実施結果 につ いて（資料１ －１ ）  

青梅市障害者 計画 素案（抜粋 ）（資 料１－２）  
障害者計画策 定の ための基礎調 査結 果抜粋（資料 ２）  
青梅市障害者 計画 検討委員会委 員名 簿（資料２－ ３）  
令和元年度東 京都 自立支援協議 会セ ミナーチラシ（ 資 料４） 
市内における 虐待 通報等の状況 およ び対応につい て（資料５） 
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１  開会  
２  あいさつ  
３  協議事項  
（ 1）第５期障害 者計画素案の パブ リックコメン ト結 果について  

１１月１５日 ～２ ９日に実施。 ６人 （１４件）の 意見 あり。  

資料について 説明  

（主 な 質疑 、意 見 等）  

・市 の回 答案 を示 し、 それ につ いて のコ メン トを 求め た方 が意見

しやすいと思 う。  

・基 本理 念の 「味 わい のあ る人 生を 歩も う」 は、 何期 も変 えてい

な いた め 、 副 題の 「 だれ も が そ の人 ら しく 暮 ら せ る共 生 のま ち

青梅」だけで もよ いのでは。  

・障 害者 施設 の地 域偏 在に つい ての 意見 は、 地域 住民 の方 の率直

な 意見 で あ る と思 う が、 説 明 会 を開 く など 、 丁 寧 に理 解 をし て

いただく必要 があ ると思う。  

（事 務 局 ） パブコ メは広く 意見を 募 るという 制度で あ るが、こ れを

全て盛り込む とい うことではな く、入れられるも のは 入れていく 、

全て に 回答 する 制 度で は ない 。タ イ ミン グ 的に こう い う意 見 を頂

いた 。 名指 しし て 、特 定 の地 域を 対 象か ら 除外 する と 計画 の 中に

盛り 込 むの は難 し いと 考 える 。地 域 の偏 在 とか 青梅 市 の方 が 住み

慣れ た 地域 の中 で 暮ら す ため など 、 検討 委 員会 でも 協 議し て 整理

していければ と考 えている。  

(2) 差別解消 条例 について  

ア  アンケー ト結 果  

障害者計画策 定の ための基礎調 査に おける、差別 解消 や権利擁護

についての結 果に ついて説明。  

（事 務 局）問 47「最近差別解消 条例 を制定する自 治体 が増えていま

す が、 青 梅 市に も 条 例が 必 要 だと 思 い ます か 」 とい う 質 問で は 、

全体で必要だ とい う割合は 37.8 パーセントが最 も多 く、必要な

いという人は 4.1%、どちらと も言え ないという人が 31.1%であっ

た。自由 記述欄の 意見は、障害者の ことを分かっ ても らえる、理

解 し て も ら え る と い 障 害 者 理 解 に つ な が る と い う 意 見 が 大 多 数

であった。必要な いという意見 は、条例ができて も本 人には利用

できない、できて も表面上では 意味 がない、あっても なくても変

わらないとい うも のである。どちら とも言えない とい う意見では 、
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条例を作った だけ では何も変わ らな い、条例を つくる ことにより 、

偏見は強まる だろ うというもの 、内 容が分からな いか らどちらと

も言えないと いう ものである。  

 

イ  部会の報 告を 受けた協議会 の見 解  

（事 務 局）前回の 協議会で差別 解消 、権利擁護部会長 から報告をい

いただき、ア ンケ ートの集計結 果を 踏まえ、議会 等で の質問もあ

り、市として 条例 の必要性につ いて 今年度結論を 出す ということ

で、部会で検 討し ていただいた 。  

差別解消法が 制定 されたが 、差別解 消法ができた こと 自体を知

らない人もい るの で、青梅市の条 例 を制定するこ とで 、多くの人

に知ってもら う機 会になるので はな いか。作るとし た ら、漫画の

ガ イ ド ブ ッ ク な ど で 子 ど も た ち に 分 か り や す い も の が 良 い の で

は と部 会 か らの 報 告 があ っ た 。多 摩 地 区で は 先 行し 作 っ てお り 、

東京都が来年 のオ リパラを見据 えて 昨年の 10 月から 施行してい

る。自立支援協 議 会や当事者の 意見 を聞きながら、今 年度結論を

出して行きた い。  

前回、出 席の委員 の方に条例の 必要 性について意 見を お聞きし

た。大半があった 方がという意 見だ った。最終的には 、市で判断

するが、御意 見を 再度いただき たい 。  

（会 長）問 52 で、「困った時 に相談 できるところ がな い」という 方

が地域の中で のハ イリスク世帯 であ ると考えられ る。この方の属

性、老障 介護、重 心でどこにも 出て 歩けないなど 、分 析しておく

と、パブコ メ意見 にあった相談 の質 を高めていく こと につながり 、

ハ イ リ ス ク の 世 帯 へ の 対 策 の 手 が か り が 見 え て く る か も し れ な

い。  

（条 例 につ いて 委 員の 意 見）  

・部会で最初は い らないのでは、と 答えた。必要な い と答えた人

の 理 由の 何 も 変 わ ら な いの で は と 言 う 意 見に 同 感 し た か ら であ

る 。 部会 の 中 で 議 論 を 重ね た 中 で 、 お 店 の前 で 物 が 少 し 出 てい

る 。 少し 引 っ 込 め る と 視覚 障 害 の 方 へ の 差別 解 消 に な る と いう

よ う な話 を 聞 い て 、 そ れな ら 市 民 も で き る、 点 字 ブ ロ ッ ク を前

面 に 設置 す る 、 全 て の 信号 に 音 を 流 せ と か、 市 民 が で き る こと

で は ない が 、 軒 先 の 花 をど か す な ど で 市 民に も で き る 。 条 例は

分 か りや す く し て も 堅 いも の に な る 。 最 終的 に は 作 る こ と に賛
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成 で ある が 、 作 っ て 配 られ た だ け で は 何 も変 わ ら な い と い うこ

と か ら、 セ ッ ト と し て 漫画 な ど の 話 が 出 た。 そ う い う 啓 蒙 活動

す る もの は 、 子 ど も で も分 か り や す い た め非 常 に 意 味 が あ ると

思うと部会で 話が まとまった。  
・基本賛成、作っ たものを広げ るた めにセットで あれ ばよい。条

件付き賛成。  
・同じ考えで ある 。  
・ 作 る こ と に 賛 成 。 そ の 後 の 周 知 の 活 動 が あ っ た ら 良 い と 思 う 。 
・部会の 方の話を 聞いて作った 方が 良いと思った。作 っただけで

は、その事実が残 るだけなので、い かに市民に周 知し ていくか、

そこが大事だ と思 う。  
・必要だ と思う。サポートセン ター の利用者さん も読 んで分かる

も の にし て ほ し い 。 私 達も 理 解 し や す く 、来 て い る 方 に も 分か

りやすいもの がよ い。  
・基本的 には賛成。市町村が作る こと 自体に意味が ある と思う。

条 例 があ る こ と に よ っ て意 識 が 高 ま る 。 どう や っ て 広 め て いく

か が 重要 。 ア ン ケ ー ト 結果 に あ る よ う に 、障 害 の あ る 方 が 何ら

か の 差別 や 偏 見 を 感 じ てい る 以 上 、 ど の よう に 打 ち 出 す か が大

事な観点かと 思う 。  
・必要だと思う。精神障害の方 と関 わることが多 いが 、アンケー

ト 結 果を 見 て も 差 別 を 感じ な い と い う 割 合も 低 い 。 精 神 障 害の

方 は 特に そ う い う こ と を感 じ て 生 活 し て いる と 思 う 。 周 知 を考

え る と青 梅 市 独 自 の も のが あ る と よ り 周 知、 啓 蒙 活 動 し て いき

やすいと思う 。  
・賛成。来年のオ リパラに向け て、色々なところ で障 害者の方を

理 解 して も ら い ま し ょ うと い う リ ー フ レ ット が 出 て い る 。 重心

と は こう い う 人 た ち 、 精神 障 害 者 と は こ うい う 人 た ち 、 私 たち

が 良 かれ と 思 っ て 手 伝 うこ と が 、 障 害 者 の方 か ら 見 る と 余 計な

こ と であ り 、 こ う い う こと し て も ら え る とう れ し い な ど が 書い

てあり分かり やす い。  
・そうい うものを 参考にして、まず は障害のこと を知 っていただ

く 、 その 上 で 条 例 が ど うい う 意 味 合 い が ある か 子 ど も か ら 大人

ま で 分か り や す い い も の、 リ ー フ レ ッ ト で幼 稚 園 向 け 、 小 学生

向 け 、中 学 生 向 け な ど あっ て も よ い 。 条 例を 作 る 時 で な い と、

障 害 者を 知 っ て も ら う アク シ ョ ン を 起 こ すこ と が 難 し い と 思う
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の で 条例 と と も に 理 解 促進 の た め の ツ ー ルを 作 る の が 良 い と思

う。  
・どちら とも言え ないと思って いた が、皆さんの意見 を聞いて必

要と思った。  
・自分で も、自分 の住んでいる 市の 条例も良く分 かっ ていないの

で 、 どう 普 及 し て い く か、 障 害 者 、 一 般 の方 に 説 明 す る 際 も分

か り やす い も の で あ れ ば必 要 か と 思 っ た が、 ど う い う 風 に 考え

ていけばよい かに は至っていな い。  
・うちの 利用者の 知的障害の方 が、中学生からひ どい 言葉を言わ

れ た とい う こ と が 過 去 に何 度 も あ っ た の で、 小 学 生 、 中 学 生に

差 別 とい う も の を 説 明 して い く か が 分 か りや す い 条 例 に し てほ

しい気持ちが ある 。  
・都民で ある前に 市民である。本人 にとってイン パク トがあるの

で必要だと思 う。  
・必要と思う 。幼 少期からの啓 蒙活 動は必要だと 思う 。  
・ぜひあった方 が よい。障害者施 設 では、虐待防止 の 研修を受け

ま し ょう と い う こ と で 頻回 に ア ン テ ナ を 張っ て い て 認 識 し てい

る 。 障害 を 持 っ た 方 が 地域 で 暮 ら し や す いよ う に 、 市 と し て策

定に動いて行 って いただきたい 。  
・立川で 条例を作 ったあと、障害の ある人もない 人も 共に暮らし

や す いま ち づ く り 協 議 会を 立 ち 上 げ 、 市 内で 起 こ っ た 差 別 事案

を 協 議す る こ と に な っ てい る 。 条 例 に 抵 触す る 事 案 を 取 り 締ま

ることはでき ない が、協議に持ち込 むことができ る。たとえば、

入 店 拒否 が あ る と 、 市 役所 に 上 が っ て く ると 、 市 と 協 議 会 委員

が お 店と 折 衝 す る 。 改 善が な い と 斡 旋 と いう こ と に な り 、 あま

り に ひど い 場 合 は 、 名 前を 公 表 す る 。 そ うい う こ と が で き るの

が条例を作る メリ ットである。作 っ た後にお金と 人手 がかかる。

作 っ ただ け で は 、 市 民 には 何 も 届 か な い 絵に 描 い た 餅 に な る。

作ったあとに、お 金と人を動か して いかなければ なら ないので、

その覚悟で作 って いただきたい 。  
 

(3) 自立支援 協議 会会議録につ いて  

・協議結果の 明確 化  
（主 な 意見 、質 疑 等）  

・何が 決ま った の か、継 続事 項は 何 なのか 、市 が提 案 すべき ことが



6 
 

何かが分かれ ば良 いと思う。  
・要点 を箇 条書 き など、 手間 のか か らない 方法 で作 成 をした ほうが

よい。  
（事 務 局）  
・主な意見、 事務 局の回答等、 要点 をまとめた議 事録 としたい。  
 
(4) その他  

  特になし  

４  報告事項  

(1) 東京都自 立支 援協議会セミ ナー のお知らせ  

  参加希望 の方 は１２月１１ 日ま でに申し込み を。  

 

 (2) 市内におけ る虐待通報等 の状 況および対応 につ いて  

 資 料 ５に つ いて 、通 報 が何 件 で、 認定 さ れた も のが 何件 、 継続

して対応中が 何件 というように 分か るよう報告書 を変 更した。  

 ９月～１１ 月  通報３件  

 うち虐待認 定件 数０件、否認 定０ 件、調査中３ 件  

（主 な 意見 、質 疑 等）  

・通 報 が６ 月 で、 終結 が １１ 月 とい うよ う な、 た だし 書き が ある

とよいと思う 。  

 

 (3）専門部会か らの報告  

・日中活動・ 就労 支援部会  

 １１月６日 （水 ）  第３回障 害者 理解推進見学 会  

１１月 ２１ 日（ 木 ）第２ 回放 課後 等 デイサ ービ ス事 業 所連絡 協議

会  

          １ ～３ 月に 放 課後等 デイ スタ ッ フ対象 の遊

びの研修会を 開催 予定  

・相談支援部 会  

 ９月２７日 （金 ）   情報共 有  

１０月１８日 （金 ）  精神障害 関連 の社会資源に つい て、事例検討  

１１月１日（ 金）   演奏会交 流会 について  

 ３月に第２ 回を 開催予定  

１１月２１日 （金 ）  情報共有 ・事 例検討  
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５  その他  

（ 1）その他  

   特になし  

（ 2）次回委員会 の開催につい て  

  第４回青 梅市 障害者地域自 立支 援協議会  

  令和２年 ２月 ２５日（火） 午後 ５時４５分～ 午後 ７時４５分  

  青梅市役 所２ 階  ２０５・ ２０ ６会議室  

以  上   
 


